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【はじめに】ポーラス SiC は、量子サイズ効果により、発光スペクトルの短波長化及び、高効率

発光が期待される 1)。本研究では、ポーラス形成後の発光スペクトルと陽極酸化中の光照射条件

の影響について検討を行った。 

【実験方法・結果】SiCポーラス結晶の作製は、陽極酸化法を用いて、5％濃度のフッ酸水溶液に

よる陽極酸化を用いて行った。電流印可条件は、パルス電流 3mA 、25ms 周期（ディーティー比

50%）に固定した。実験に用いた単結晶 SiC は Bおよび Nが添加されており、ピーク波長が 600nm

付近の黄橙色のブロードな DAP 発光をする。今回陽極酸反応によりポーラス SiCを作製する際に

可視光照射（ピーク波長 531nm）、紫外光照射（同 365nm）、照射光なしの 3 つの条件で作製を行

った。その後、フォトルミネッセンス(PL)にて各ポーラスの発光スペクトルを評価した。図 1 に

各条件で作製した発光強度の結果を示す。照射光なしでは、発光スペクトルに変化が見られない

のに対し、紫外光照射と可視光照射では短波長化が生じている。この結果はバンド間励起による

化学反応促進効果のない可視光照射においてもポーラス結晶が形成されていることを示している。

それに加え発光スペクトルの積分強度が、紫外光照射と比較して高い。続いて可視光照射による

条件について検討を行った。図 2 に可視光光源により作製されたポーラス SiC の陽極酸化時間を

変化させた 4 つの試料における発光スペクトルを示す。長時間のエッチングにより発光強度が低

下する結果が得られたため、500 分前後に最適な陽極酸化時間が存在することが分かる。発光強

度は量子サイズ効果と表面再結合のバランスによって決まるため、陽極酸化時間により両者が変

化していることに起因すると思われる。陽極酸化条件のさらなる最適化により、発光特性の改善

が期待できる。 
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図 1 照射光による変化 図 2 陽極酸化反応の時間依存 
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